
平成 23 年度事業報告

１．公益事業（一般会計）

Ⅰ．自然科学情報普及事業  

事業細目 内   容

１．自然科学情報普及事業

２．ホームページ等による

科学情報提供事業

(1)全国の科学系博物館、大学・高専図書館、都道府県立中央図書館、国立

研究機関等へ国立科学博物館発行「ミルシル」配布により自然科学情報

の普及

(2)ホームページ等を活用し、自然科学情報を提供（新規）

Ⅱ．全国科学博物館活動等促進事業

事業細目 内   容

１．全国科学博物館活動等

助成事業

(1)応募型全国科学博物館活動及び学術資料の収集・制作等への助成

（教員対象科学博物館研修を含む）

２．全国地域博物館等支援

事業

(1)国立科学博物館所蔵の実物標本を利用し、全国の地域博物館等に

おいて巡回展を実施

・アロサウルス巡回展

1 東京都 国立科学博物館
2011/7/2～2011/10/2

（入館者数：588,252 人 ）

2 茨城県 茨城県自然博物館
2011/10/8～2012/1/9

（入館者数：124,965 人）

3 千葉県 千葉県立中央博物館
2012/1/12～2012/4/8

（入館者数： 27,208 人）

・次年度実施機関等調査

３．科学博物館利用促進事

業

(1)野依科学奨励賞の実施に対して助成

教員・科学教育指導者の受賞者2名

(2)「国際博物館の日」記念事業を科博と共催(5月18日)

参加者：32名



実施日：平成23年5月21日（土）10:00～16:30

見学場所：国立近代美術館工芸館～九段会館・三井本館・三菱

一号館等～国立科学博物館

(3)「教員の日」事業に対して助成（8月）

ミュージアムショップ特別割引

(4)サイエンススクエアー事業に参画（8月）

8月5日(金）ミジンコペーパークラフトの製作 参加者：60人

Ⅲ．全国科学博物館協議会との共同主催事業

事業細目 内   容

１．海外科学系博物館視

察研修等助成事業

(1)海外科学系博物館視察研修の実施に対し助成

全科協議会会員20名（13館）参加

実施日時：平成24年１月9日（月・祝）～１月20日（金）（12日間）

アメリカ合衆国にある以下の５施設を公式に訪問した。

①フィールド博物館（シカゴ市）

②シカゴ科学産業博物館（シカゴ市）

③リバティーサイエンスセンター（ニュージャージー州）

④米国ホロコースト記念博物館（ワシントンDC）

⑤国立自然史博物館（ワシントンDC）

２．研究発表大会の助成

事業

(1)研究発表大会の実施に対して助成

期日：平成24年2月23(木)・24日(金)

主催：全国科学博物館協議会、名古屋市科学館、財団法人全国科学博物館

振興財団

会場：名古屋市科学館（名古屋市中区栄二丁目17番1号 白川公園内）

テーマ：「博物館事業の活性化～記憶に残る事業の法則～」

参加者数：91名(59館)

Ⅳ．国内外の科学博物館に関する調査研究事業

事業細目 内   容

１．ミュージアムショップ

の在り方についての調

査研究事業

(1) ミュージアムショップの在り方についての調査研究を実施

平成23年12月16日(金) 委員会を開催し、全国の科学博物館におけるミ

ュージアムショップ等のアンケート調査に関する協議を行い、平成24年3

月にWebアンケート調査を実施した。

２．科学教材及び学習プロ

グラムの研究開発(新

規)

(1) 科学コミュニケーションにかかる科学教材及び学習プログラムの研究

開発

  ミュージアムショップ内に設置した「サイエンス・ナビコーナー」に

おいて実験観察プログラムを実施し、「鳥インフルエンザの感染につい

て」「元素周期律表について」等の科学教育プログラムや教材の開発・

制作を行った。



２． 収益事業(特別会計)

（１）一般事業の実施

事業細目 内   容

１．国立科学博物館に関する書

籍の出版・販売

(1)国立科学博物館発行「milsil（ミルシル）」の販売

(2)地球館（新館）、日本館（本館）コンセプトブック等の販売

(3)絵葉書、その他刊行物の販売

２．ミュージアムショップにお

ける教育標本等販売

(1)科博カプセルミュージアム等オリジナルグッズの開発・販売

(2)委託商品の販売

(3)Web通信販売（新規）

（２）その他

事業細目 内   容

１．清涼飲料水販売等 (1)清涼飲料水自動販売機の設置

(2)公衆電話の設置

２．見学記念メダル販売等 (1)見学記念メダル等自動販売機の設置


